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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】施錠時の室内からの緊急脱出が可能で、かつ構
成が簡単でコストを抑えると共に、部品毎に分解するこ
とができる補助錠用金具を提供する。
【解決手段】補助錠用金具は、一端がドアの内側におい
てドア枠に固定され、他端がドアとドア枠の隙間からド
アの外側に突出し、錠杆挿通孔１１を介して施錠部材を
係合して施錠可能な補助錠用金具であって、クランク形
に形成された取り付けプレート本体１０と、取り付けプ
レート本体の一端側に着脱可能に装着された端面部材２
０と、端面部材に挿通して回転自在に装着されたネジボ
ルト３０と、ネジボルトの回転によりネジボルトに沿っ
て移動可能なドア枠押さえ板４０と、端面部材と取り付
けプレート本体を連結するノブネジ５０とを備える。
【選択図】図１
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
　一端がドアの内側においてドア枠に固定され、他端が前記ドアと前記ドア枠の隙間から
前記ドアの外側に突出し、施錠部材を係合して施錠可能な補助錠用金具であって、
　クランク形に形成された取り付けプレート本体と、前記取り付けプレート本体の一端側
に着脱可能に装着された端面部材と、前記端面部材に挿通して回転自在に装着されたネジ
ボルトと、前記ネジボルトの回転により前記ネジボルトに沿って移動可能なドア枠押さえ
板と、前記端面部材と前記取り付けプレート本体を連結するノブネジとを備えていること
を特徴とする補助錠用金具。
【請求項２】
　前記端面部材は、金属板材からＬ形に形成され、一方の辺には、取り付けプレート本体
に着脱可能に装着するためのネジ穴が設けられており、他方の辺には、前記ネジボルトを
挿通して回転自在に装着するための貫通穴が設けられていることを特徴とする請求項１に
記載の補助錠用金具。
【請求項３】
　前記端面部材は、金属板材からコ形に形成され、対向する両辺の一方に前記ネジボルト
を挿通して回転自在に装着するための貫通穴が設けられ、他方に前記ネジボルトの先端を
回転自在に挿嵌される貫通穴が設けられていることを特徴とする請求項１に記載の補助錠
用金具。
【請求項４】
　前記ドア枠押さえ板は、前記ネジボルトに着脱可能に螺入されていることを特徴とする
請求項１から３のいずれか１項に記載の補助錠用金具。
【請求項５】
　請求項１から４のいずれかに記載の補助錠用金具と、施錠部材とを備えることを特徴と
する補助錠。
 
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本考案は、開き戸において、既設の錠とは別個にその開き戸のロック及びロック解除を
行うための補助錠用金具及びこの補助錠用金具を用いた補助錠に関する。
【背景技術】
【０００２】
　アパートやマンション等の部屋を改修工事する場合や、入居希望者にアパートやマンシ
ョン等の部屋を内覧のために案内する場合、工事業者又は不動産業者は多数の部屋の鍵を
持ってそれぞれの部屋の開閉を行う。この場合、多数の鍵を持ち歩いて使用及び管理する
必要があり、非常に不便であると共に鍵を紛失してしまう可能性もある。
【０００３】
　このような問題に対する対策の一例として、開き戸の開閉を既設の錠を使用せずに、仮
設的に設けられて南京錠等の簡易錠で施解錠する補助錠装置が知られている。この種の補
助錠装置は、開き戸（以下、「ドア」ともいう）及び戸枠（以下、「ドア枠」ともいう）
に加工を施すことなく南京錠等を簡単に取り付けることができる構成となっている。具体
的に説明すると、例えば、特許文献１に記載されているように、ドアの内側においてドア
枠にネジの締付力で固定された取り付けプレートの先端部をドアとドア枠の隙間から外部
に突出させ、該先端部とこれに嵌合する係止金具の双方に形成された錠杆挿通孔に南京錠
等の錠杆を挿通してロックする構成となっている。
【０００４】
　このような補助錠装置において、いたずらの施錠等による部屋への閉じこめを防止する
ために、施錠時の室内からの緊急脱出を可能にした防犯錠が提案されている（例えば、特
許文献２参照）。
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【０００５】
　特許文献２に記載されている防犯錠は、ドアのドア枠側に、ドアの開き方向に突出する
施錠部材保持片を取付部を介して取り付け、該施錠部材保持片に施錠部材を装着し、該施
錠部材をドアに当接させることにより施錠を行うものであり、取付部にロックプレートを
ばねの付勢力に抗して押し下げ操作可能に配設し、ロックプレートに形成した係止爪と、
施錠部材保持片の基端側に形成した係止孔とを嵌合させることにより、施錠部材保持片と
取付部とを一体化させるようにすると共に、ロックプレートをばねの付勢力に抗して押し
下げ操作することにより、ロックプレートに形成した係止爪と、施錠部材保持片の基端側
に形成した係止孔との嵌合を解除することにより、施錠部材保持片と取付部とを室内側で
分離可能に構成して、施錠部材が施錠状態のときに、施錠部材保持片と取付部とを室内側
で分離して解錠できるようにしたものである。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】実公昭５５－２９６４９号公報
【特許文献２】特許第４３０７９２３号公報
【考案の概要】
【考案が解決しようとする課題】
【０００７】
　特許文献１に開示されている補助錠装置では、係止金具が取り付けプレートの先端部を
覆うだけの簡単且つ小サイズの構成となっているので、外力が作用した場合に取り付けプ
レートの先端部が係止金具で保護されずに折れ曲がったりする等の懸念があった。また、
第三者がいたずら等で施錠した場合には、部屋の中からはドアを開くことができず、閉じ
込められ、脱出できないという問題点があった。
【０００８】
　特許文献２に開示されている防犯錠では、施錠部材保持片と取付部とを室内側で分離し
て解錠できる構成となっているが、施錠部材保持片を取り付けるために、施錠部材保持片
の係止孔に嵌合可能な係止爪が形成したロックプレートと、このロックプレートを付勢す
るバネと、これらを保護するケースとが必要であるため、構成が複雑で、コストが高くな
るという問題点もあった。さらに、いたずら等により破壊された場合、又は部分的に破損
があった場合は、部品毎に分解することができず、金具全体（又は、大部分）を交換しな
ければならないという欠点があった。
【０００９】
　従って、本考案は従来技術の上述した課題を解消するものであり、本考案の目的は、施
錠時の室内からの緊急脱出を可能にした補助錠用金具及びこの補助錠用金具を用いた補助
錠を提供することにある。
【００１０】
　本考案の他の目的は、構成が簡単でコストを抑えると共に、部品毎に分解することがで
きる補助錠用金具を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　本考案によれば、補助錠用金具は、一端がドアの内側においてドア枠に固定され、他端
がドアとドア枠の隙間からドアの外側に突出し、施錠部材を係合して施錠可能な補助錠用
金具であって、クランク形に形成された取り付けプレート本体と、取り付けプレート本体
の一端側に着脱可能に装着された端面部材と、端面部材に挿通して回転自在に装着された
ネジボルトと、ネジボルトの回転によりネジボルトに沿って移動可能なドア枠押さえ板と
、端面部材と取り付けプレート本体を連結するノブネジとを備えている。
【００１２】
　補助錠用金具は、クランク形に形成された取り付けプレート本体と、取り付けプレート
本体の一端側に着脱可能に装着された端面部材と、端面部材に挿通して回転自在に装着さ
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れたネジボルトと、ネジボルトの回転によりネジボルトに沿って移動可能なドア枠押さえ
板と、端面部材と取り付けプレート本体を連結するノブネジとを備えた構成を有すること
により、施錠時の室内からの緊急脱出を可能になる。また、構成が簡単でコストを抑える
と共に、部品毎に分解することができる。
【００１３】
　端面部材は、金属板材からＬ形に形成され、一方の辺には、取り付けプレート本体に着
脱可能に装着するためのネジ穴が設けられており、他方の辺には、ネジボルトを挿通して
回転自在に装着するための貫通穴が設けられていることが好ましい。
【００１４】
　端面部材は、金属板材からコ形に形成され、対向する両辺の一方にネジボルトを挿通し
て回転自在に装着するための貫通穴が設けられ、他方にネジボルトの先端を回転自在に挿
嵌される貫通穴が設けられていることも好ましい。
【００１５】
　ドア枠押さえ板は、ネジボルトに着脱可能に螺入されていることも好ましい。
【００１６】
　本考案によれば、補助錠は、上記本考案に係る補助錠用金具と、施錠部材とを備える。
【考案の効果】
【００１７】
　本考案によれば、補助錠用金具は、クランク形に形成された取り付けプレート本体と、
取り付けプレート本体の一端側に着脱可能に装着された端面部材と、端面部材に挿通して
回転自在に装着されたネジボルトと、ネジボルトの回転によりネジボルトに沿って移動可
能なドア枠押さえ板と、端面部材と取り付けプレート本体を連結するノブネジとを備えた
構成を有することで、施錠時の室内からの緊急脱出を可能になる。また、構成が簡単でコ
ストを抑えると共に、部品毎に分解することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】本考案の第１の実施形態における補助錠用金具の構成を概略的に示す分解斜視図
である。
【図２】図１の補助錠用金具の構成を概略的に示す組み立て状態の斜視図である。
【図３】図１の補助錠用金具の構成を概略的に示す側面図、上面図及び断面図である。
【図４】図１の補助錠用金具を用いた補助錠の使用状態を概略的に示す図である。
【図５】本考案の第２の実施形態における補助錠用金具の構成を概略的に示す分解斜視図
である。
【図６】図５の補助錠用金具の構成を概略的に示す組み立て状態の斜視図である。
【図７】図５の補助錠用金具の構成を概略的に示す側面図、上面図及び断面図である。
【考案を実施するための形態】
【００１９】
　以下、本考案に係る補助錠用金具及び補助錠の実施形態を、図を参照して説明する。
【００２０】
　図１は本考案の第１の実施形態における補助錠用金具１００の構成を示しており、各部
材が分解されている状態を示している。図２は補助錠用金具１００の組み立て状態を示し
ている。図３は補助錠用金具１００の構成を示しており、同図（ａ）はドア枠Ｆに取り付
け側の側面から見た図であり、（ｂ）は取り付けた状態で上面から見た図であり、（ｃ）
はＡ－Ａ線断面図である。図４は補助錠用金具１００を用いた補助錠２００の使用状態を
示している。
【００２１】
　図１～図４に示すように、本実施形態における補助錠用金具１００は、一端がドアＤの
内側においてドア枠Ｆに固定され、他端がドアＤとドア枠Ｆの隙間からドアＤの外側に突
出する取り付けプレートからなる。本実施形態における補助錠２００は、補助錠用金具１
００と、施錠部材１０１とを備えている。
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【００２２】
　補助錠用金具１００は、クランク形に形成された取り付けプレート本体１０と、取り付
けプレート本体１０の一端側に着脱可能に装着されたＬ形の端面部材２０と、端面部材２
０に挿通して回転自在に装着されたネジボルト３０と、ネジボルト３０の回転によりこの
ネジボルト３０に沿って移動可能なドア枠押さえ板４０と、端面部材２０と取り付けプレ
ート本体１０を連結するノブネジ５０と、ネジボルト３０の先端部を保持するＬ形の保持
補助部材６０を備える。
【００２３】
　取り付けプレート本体１０は、金属板材から板金加工によりクランク形状に形成されて
いる。取り付けプレート本体１０のドアＤの外側に突出する外側の辺１０ａの端部には、
錠杆挿通孔１１が設けられており、取り付けプレート本体１０のドアＤの内側の辺１０ｂ
の端部には、端面部材２０を固定するための貫通穴１２が設けられている。取り付けプレ
ート本体１０の中間部（両辺と垂直する面）１０ｃに設けられた貫通穴１３が設けられて
いる。また、取り付けプレート本体１０のドアＤの内側の辺１０ｂの側辺はそれぞれ折り
曲げられて、凹部１０ｄが形成されている。また、本実施形態において、外側の辺１０ａ
の端部は２重構造となっている。
【００２４】
　端面部材２０は、金属板材から板金加工によりＬ形に形成されている。この端面部材２
０の一方の辺２０ａには、取り付けプレート本体１０に着脱可能に装着するためのネジ穴
２１が設けられており、他方の辺２０ｂには、ネジボルト３０を挿通して回転自在に装着
するための貫通穴２２が設けられている。端面部材２０のネジ穴２１が設けられている辺
２０ａは、取り付けプレート本体１０の凹部１０ｄに嵌入し、ノブネジ５０により取り付
けプレート本体１０に着脱可能に装着されている。
【００２５】
　ネジボルト３０は、一端が端面部材２０の貫通穴２２に回転自在に装着され、回転操作
するためのノブ３１が設けられており、他端が短円柱状の凸部３２を有し、この凸部３２
が取り付けプレート本体１０の貫通穴１３に嵌入するように装着されている。ネジボルト
３０は、ナット３３により端面部材２０に着脱可能に装着されている。
【００２６】
　ドア枠押さえ板４０は、金属板材から形成されている。このドア枠押さえ板４０は、下
部４１の幅が取り付けプレート本体１０の凹部１０ｄに嵌入可能であり、上部４２が取り
付けプレート本体１０の凹部１０ｄから露出するように形成され、下部４１にネジボルト
３０が螺入可能なネジ穴４３が形成されている。このドア枠押さえ板４０は、ネジボルト
３０に着脱可能に装着されており、ネジボルト３０の回転によりこのネジボルト３０に沿
って凹部１０ｄ内で移動することができる。また、ドア枠押さえ板４０は、ドア枠Ｆに装
着する際、ドア枠押さえ板４０の上部４２がドア枠Ｆの表面に当接し押さえるように構成
されている。なお、ドア枠押さえ板４０の下部４１と上部４２とは、別個に形成された後
、固着手段により一体に固着されても良い。
【００２７】
　ノブネジ５０は、例えば、市販の回転操作するためのつまみを有するものである。この
ノブネジ５０は、端面部材２０と取り付けプレート本体１０とを連結することができる。
施錠時の室内からの緊急脱出を行う際に、ノブネジ５０を緩めて、端面部材２０と取り付
けプレート本体１０とを分離させることで、施錠された状態でもドアＤを開くことができ
る。
【００２８】
　保持補助部材６０は、金属板材から板金加工によりＬ形に形成されている。この保持補
助部材６０の一方の辺には、ネジボルト３０の凸部３２が挿通可能な貫通穴６１が設けら
れており、他方の辺には、取り付け用のネジ穴６２が設けられている。また、保持補助部
材６０は、ネジ６３を用いて取り付けプレート本体１０のドアＤの内側の辺１０ｂに着脱
可能に装着されている。
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【００２９】
　施錠部材１０１は、図４に示すように、取り付けプレート本体１０のドアＤの外側に突
出する外側の辺１０ａの端部に取り付けられ、ドアＤの外表面に当接することにより施錠
を行うものであり、例えば、錠杆挿通孔１１に挿通する錠杆を有するディンプル錠等であ
る。
【００３０】
　以上説明したように本実施形態の補助錠用金具１００は、クランク形に形成された取り
付けプレート本体１０と、取り付けプレート本体１０の一端側に着脱可能に装着されたＬ
形の端面部材２０と、端面部材２０に挿通して回転自在に装着されたネジボルト３０と、
ネジボルト３０の回転によりこのネジボルト３０に沿って移動可能なドア枠押さえ板４０
と、端面部材２０とプレート本体１０を連結するノブネジ５０と、保持補助部材６０とを
備える。補助錠２００は、上記の補助錠用金具１００と、施錠部材１０１とを備えている
。施錠する際に、補助錠用金具１００をドア枠Ｆに固定して、取り付けプレート本体１０
のドアＤの外側に突出する外側の辺１０ａの端部に施錠部材１０１を係合させて施錠を行
う。
【００３１】
　これにより、ノブネジ５０を操作することで、取り付けプレート本体１０と端面部材２
０とを分離させることができるため、施錠時の室内からの緊急脱出ができる。また、構成
が簡単でコストを抑えると共に、部品毎に分解することができる。そのため、いたずら等
により破壊された場合、又は部分的に破損があった場合は、破損の部品のみを交換するこ
とができ、金具全体（又は、大部分）を交換する必要がなくなる。さらに、補助錠用金具
１００の分解及び組み立て作業が容易にできる。
【００３２】
　図５は本考案の第２の実施形態における補助錠用金具１００Ａの構成を示しており、各
部材が分解されている状態を示している。図６は補助錠用金具１００Ａの組み立て状態を
示している。図７は補助錠用金具１００Ａの構成を示しており、同図（ａ）は側面から見
た図であり、（ｂ）は上面から見た図であり、（ｃ）はＢ－Ｂ線断面図である。
【００３３】
　図５～図７に示すように、本実施形態における補助錠用金具１００Ａは、一端がドアＤ
の内側においてドア枠Ｆに固定され、他端がドアＤとドア枠Ｆの隙間からドアＤの外側に
突出する取り付けプレートからなる。
【００３４】
　補助錠用金具１００Ａは、クランク形に形成された取り付けプレート本体１０と、取り
付けプレート本体１０の一端側に着脱可能に装着されたコ字形の端面部材２０Ａと、端面
部材２０Ａに挿通して回転自在に装着されたネジボルト３０と、ネジボルト３０の回転に
よりこのネジボルト３０に沿って移動可能なドア枠押さえ板４０と、端面部材２０Ａと取
り付けプレート本体１０を連結するノブネジ５０とを備える。本実施形態の補助錠用金具
１００Ａにおいて、端面部材２０Ａ及び補強部材６０を除くその他の構成は、基本的に第
１の実施形態の補助錠用金具１００と同様な構成を有するため、詳細な説明を省略する。
【００３５】
　端面部材２０Ａは、金属板材からコ形に形成されている。コ形の底辺２０ｃには、取り
付けプレート本体１０に着脱可能に装着するためのネジ穴２１が設けられている。コ形の
対向する両辺の一方の辺２０ｄにネジボルト３０を挿通して回転自在に装着するための貫
通穴２２が設けられ、他方の辺２０ｅにネジボルト３０の先端を回転自在に挿嵌される貫
通穴２３が設けられている。端面部材２０Ａのネジ穴２１が設けられている底辺２０ｃは
、取り付けプレート本体１０の凹部１０ｄに嵌入し、ノブネジ５０により取り付けプレー
ト本体１０に着脱可能に装着されている。
【００３６】
　以上説明したように本実施形態の補助錠用金具１００Ａは、補助錠用金具１００におけ
る端面部材２０と保持補助部材６０の代わりに、コ形に形成された端面部材２０Ａを用い
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ることで、部品数を削減することができ、分解及び組み立て作業がより容易になる。
【００３７】
　なお、上述した実施形態の補助錠用金具１００及び１００Ａにおいて、取り付けプレー
ト本体１０のドアＤの外側に突出する外側の辺１０ａの端部に錠杆挿通孔１１が設けられ
ている例を説明したが、本考案はこれに限定されるものではない。例えば、取り付けプレ
ート本体１０のドアＤの外側に突出する外側の辺１０ａの端部に嵌合穴を設け、施錠部材
１０１としてこの嵌合穴に嵌入可能な凸部を有すると共に、南京錠等の錠杆が挿通可能な
錠杆挿通孔を有する金具を介して施錠を行うように構成しても良い。
【００３８】
　以上述べた実施形態は全て本考案を例示的に示すものであって限定的に示すものではな
く、本考案は他の種々の変形態様及び変更態様で実施することができる。従って本考案の
範囲は実用新案登録請求の範囲及びその均等範囲によってのみ規定されるものである。
【符号の説明】
【００３９】
　１０　プレート本体
　１０ａ　外側の辺
　１０ｂ　内側の辺
　１０ｃ　中間部
　１０ｄ　凹部
　１１　錠杆挿通孔
　２１、４３、６２　ネジ穴
　１２、１３、２２、６１　貫通穴
　２０、２０Ａ　端面部材
　３０　ネジボルト
　３１　ノブ
　３２　凸部
　３３　ナット
　４０　ドア枠押さえ板
　４１　下部
　４２　上部
　５０　ノブネジ
　６０　保持補助部材
　６３　ネジ
　１００、１００Ａ　補助錠用金具
　１０１　施錠部材
　２００　補助錠
　Ｄ　ドア
　Ｆ　ドア枠
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